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アウグスティヌスの 『三位一体論』 を読む　　［第9回配本］

若き日の取り組みから 70 年を経て、ついに完成した『三位一体論』の詳細なコメンタリー。
古代キリスト教最大の成果であるこの教義を［カリタス = 聖い愛］の本性から解明した書。
三位一体の類似像を発見する手引きとなっているのが愛の現象であり、この愛が知性を媒介にしてその存在構造が解明さ
れたことがここに明らかになった。しかも愛の本性は対象に向かいながら同時に自己に向かっている。……アウグスティ
ヌスの説く聖い愛カリタスは神への愛と自己への愛とを一つに融合させた統合体となっている。（本書より）
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